

























































































































































































































































































































 塾長 佐 竹  秀 雄  
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  大辞泉：①おおっているものをはがす。②上に重なっているものをはがすように上げる。 
明鏡  ：①覆っているものをはがす。②下にあるものが現れるように、上に重なってい
るものをはがして取りのける。③はがすようにして裏返す。 
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分類：Ⅰグループ（＝五段活用）・継続動詞  







  会話例〈ロールプレイ〉   
  A：「りんごを食べるとき、皮をむきますか？」 
  B：「むきます／むきません」 
  A：「むいて食べるんですね。／むかないで食べるんですね。」 
   
  A：「オレンジはどうですか？ 皮をむいて食べますか？ 二つに切って食べますか？」 
  B：「切って食べます。皮を（／皮は）むきません。」 
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国際交流基金（2011）『文字・語彙を教える』（日本語教授法シリーズ第 3 巻）、国際交流基金 
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4 関 係 を 維
持 し て い
くこと 










2 移 植 の 事
実 を 忘 れ
ないこと 
k ○ 会 15/7/23 
4 大木になれんかった木の命が鉛筆の命にな
ったんやけ、大切に使わせてもらわなね。 
4 木の命 m ○ 会 15/7/23 
5 研究者が市民に火山の知識を深めてもらう
活動をすることは大切だと思っている。 
1 活 動 を す
ること 
k ○ 会 15/7/23 
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 ３(名)寺院や法流にとって重要な修法や作法。 
























次に「大事」では 5 種類の意味項目に該当するものが出現した。そのうちの上位 3 種類
で 97%を占める。それに対して、「大切」は 4 種類の意味項目に該当するものが見られた









  表 1．「大事」の意味別統計  表 2．「大切」の意味別統計 
10 評価して心に 68 例  ２ 一番必要で  58 例 
１ 重要で根本に 15  ４ 心を配って  32 
９ かけがえのない 14  １ 緊急を要する   8 
８ 不都合なこと   2  ３ すぐれている   2 
６ 危険なこと   1     計 100 
   計 100       
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指摘されるものもあろうが、筆者の語感にもとづいて判定した結果を、次の表 3、表 4 と
して示す。 
 
 「大事」から「大切」へ置換可能なものは、上位 3 項目までなら 97 例中の 87 例で、比
率にすると約 90%である。また、「大切」から「大事」への場合は、上位 2 番までで 90 例
中 84 例で約 93%である。 
 
4.3 収集した用例の結果 
「大事」の用例はほぼ 3 種類の意味に集中し、「大切」では 2 種類の意味に集中してい
た。また、置換可能性も非常に高かった。すなわち、「大事」と「大切」とが、同じ意味（ま
たは近似した意味）で使用され、かつ置換できる場合が大勢である。 
表 3．「大事」の「大切」への置換  表 4．「大切」の「大事」への置換 
 可能 可能な率   可能 可能な率 
10 評価して心に 64 例  94.1%  ２ 一番必要で 54 例 93.1% 
１ 重要で根本に 10  66.7  ４ 心を配って 30 93.8 
９ かけがえのない 13  92.9  １ 緊急を要する  5 62.5 
８ 不都合なこと  0   0.0  ３ すぐれている  0 0.0 
６ 危険なこと  0   0.0     計 89 89.0 
 87   87.0     
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ている。そこでは、〈人〉に関する 23 項目と、〈もの・こと〉にかかわる 11 項目と、〈こ
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集を対象とした。期間は 2015 年 9～11 月である。 
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４ 用例分析 
 「だから」については 18 例、「なので」については、19 例を採取できた。これらについ
て、お互いに言い換えが可能かどうかという点から検討してみる。 
4.1．「だから」から「なので」への言い換え 
 言い換えが可能だと判断したものは、18 例中 8 例で約 44%であった。次のようなもの
である。 
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全体 主観的 客観的 
性別 
男性 女性 不明 
だから 18 6 12 12 4 2 
なので 19 8 11 12 7  
合計 37 14 23 24 11 2 
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  １０代、 女性、 ３人中３人、 男性、 １人中１人。 
  ２０代、 女性、 ５人中５人、 男性、 ２人中２人。 
  ３０代、 女性、 ５人中４人、 男性、 ２人中１人。 
  ４０代、 女性、 ３人中２人、 男性、 ２人中０人。 
  ５０代、 女性、 ５人中２人、 男性、 １人中０人。 
  ６０代、 女性、 ４人中１人、 男性、 １人中０人。 
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〇「めっちゃ」が載っている国語辞典 
 三省堂 国語辞典 第７版（2014 年 10 月）   
   （もと関西地方の方言）めちゃを強めた言い方。 
 小学館 大辞泉 第３版（2012 年 12 月） 
小学館 新選国語辞典 第９版（2011 年 1 月） 
   ［関西地方の若者言葉とされる］程度のはなはだしい様を表す。 
 岩波書店 広辞苑 第６版（2008 年 1 月） 
   （「めちゃ」を強めた若者言葉）非常に。度はずれた。とても。「－腹立つ」 
 三省堂 大辞林 第３版（2006 年 12 月） 




 成美堂 実用国語辞典 第２版（2015 年 5 月） 
旺文社 国語辞典 第１１版（2013 年 12 月） 
 学研 現代新国語辞典 第５版（2012 年 12 月） 
 三省堂 新明解国語辞典 第７版（2012 年 12 月） 
 集英社 国語辞典 第３版（2012 年 12 月） 
 大修館 明鏡国語辞典 第２版（2010 年 12 月） 
岩波書店 国語辞典 第７版（2009 年 12 月） 
 角川書店 新国語辞典 第８版（2008 年 11 月） 
 小学館 現代国語例解辞典 第４版（2006 年 1 月） 
 ベネッセ ベネッセ表現読解国語辞典 初版（2003 年 8 月）  
集英社 広辞典 第５版（2001 年 6 月） 
 小学館 新解国語辞典 第３版（1999 年 1 月） 
 新潮社 新潮国語辞典 第２版（1995 年 11 月） 
 
以上であるが、「載っている」とした辞典でも上記以前の次の版には載っていない。 
 小学館 大辞泉 初版（1995 年 12 月） 
 三省堂 大辞林 第２版（1995 年 11 月） 
 岩波書店 広辞苑 第５版（1989 年 11 月） 
 三省堂 国語辞典 第３版（1989 年 10 月） 
これは、「めっちゃ」がほぼ 2000 年以降に出てきた言葉であることを表すと考えられる。 






                                     以上 
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(1) 俗語辞典によると、1970 年代に静岡で発生、云々とあり、1990 年代に東京圏などで
大学生から若者へ広がったという。今や半世紀を経ており、市民権を得ている。 
(2) 昨年 11 月、テレビのクイズ番組で、東大 v.s.京大が対決する趣向のものがあり、そこ
で堀江貴文氏が返答できなかったときに「チョー悔しい」と言っていた。 
(3) 『現代用語の基礎知識』2013 年版に「超高級化粧品」=資生堂の商品がセットで 10
万円するものがあった。また、2015 年版には「超低カロリー」「超ダイエット」などが
出現していた。 
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(1) あっと免税がより早く、爆速に!（日経 MJ、2015.11.13 の広告欄で、「あっと免税」は
システムソフトの商品名） 
(2) サンマ「爆漁」防げ（朝日新聞・2015.9.24） 
(3) 「爆クラ!」というクラシック音楽のリスニング＆トークイベントを 4 年前から、ほぼ
月 1 回のペースで続けていて（朝日新聞・2015.9.29、湯山玲子氏のコラム）  
(4) いま海外で爆売れしている日本製グッズってなんだ!?（読売新聞、2015.11.14、広告
欄） 
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竹 腰   純  
 
１． はじめに 




















70 名（男 31 名、女 39 名）からアンケートの回答を得ました。その性別と年代の内訳
人数は次の通りです。 












年 齢 男 女 合 計 
10～20 代 1（  3.2）    4（ 10.3） 5（  7.1） 
30～40 代  3（  9.7）    8（ 20.5）  11（ 15.7） 
50 代  7（ 22.6）   10（ 25.6）  17（ 24.3） 
60 代  7（ 22.6）    8（ 20.5） 15（ 21.4） 
70 代以上 13（ 41.9）   8（ 20.5） 21（ 30.0） 
無回答     1（  2.6）  1（  1.4） 
合 計 31（100.0） 39（100.0） 70（100.0） 
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る人は 75％の 53 名（男 26 名、女 27 名）でした。50 代以上では 80％を超え、特に 60
代は全員の 15 名が「ナマ」の落語を聞いたことがあるという回答でした。落語を聞くの
が初めてという人は 3 名（男 2 名、女 1 名）、何れも若い世代（10～20 代 2 名、30～40










  表 2．落語と他の演芸のどちらが好きか？ 
 落語派 他演芸派 中間派 
男 女 計 男 女 計 男 女 計 
10～20 代 0 1 1 1 2 3 0 1 1 
30～40 代 1 3 4 2 4 6 0 1 1 
50 代 4 6 10 3 3 6 0 1 1 
60 代 5 6 11 1 1 2 1 1 2 
70 代以上 9 5 14 2 1 3 2 2 4 






性別で比較しますと、回答なしを除いた女性 29 名は延べで 110 項目、つまり一人あた
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分散していますが、他の演芸支持者は 17 名中 16 名が「まくら」が面白かったと回答する
結果となりました。13（68.4） 
表 3．落語の面白かったところは？                （ ）内は％ 
 全：70 人 
性別 好みの演芸 
男：19 人 女：29 人 落語：25 人 他演芸：17 人 中間：5 人 
まくら 36（51.4） 13（68.4） 23（79.3） 16（64.0） 16（94.1） 4（80.0）
ストーリー 32（45.7） 11（57.9） 21（72.4） 18（72.0） 10（58.8） 4（80.0）
仕草 26（37.4） 7（36.8） 19（65.5） 13（52.0） 9（52.9） 4（80.0）
さげ（オチ） 23（32.9） 6（31.6） 17（58.6） 12（48.0） 7（41.2） 4（80.0）
登場人物 22（31.4）  8（42.1） 14（48.3） 14（56.0） 6（35.3） 2（40.0）
間 17（24.3）  4（21.1） 13（44.8） 7（28.0） 6（35.3） 4（80.0）
その他 4（ 5.7） 1（ 5.3） 3（10.3） 4（16.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）
合 計 160 50 110 84 54 22 






たが、年齢による差は顕著でした。60 歳以上では、平均語数は約 19 語でしたが、10~20
代は 10 個以下でした。 
周知されていた言葉の上位は、煙管（62 名）、花魁（61 名）、妾（61 名）、厠（60 名）、
丁稚（60 名）、下位は、おこも（24 名）、雑魚場（25 名）、矢立（26 名）、節季（28 名）、
幇間（33 名）、口入れ屋（38 名）、へっつい（38 名）という結果でした。 
 表 4．落語に出てくる語を知っているか？            （ ）内は人数 
 10～20 代 30～40 代 50 代 60 代 70 代以上 合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
(1) (4) (3) (8) (7) (10) (7) (8) (13) (8) (31) (38) 
煙管 1 2 2 10 7 5 7 8 12 7 29 33 
花魁 1 2 2 9 6 5 7 8 12 8 28 33 
妾 1 2 2 10 6 5 7 8 12 7 29 31 
厠 1 3 2 10 6 5 7 8 10 7 26 34 
丁稚 1 0 2 10 7 5 7 8 12 7 29 31 
いとはん 0 0 2 10 4 3 7 8 12 7 25 29 
後添い 0 0 2 9 5 5 6 7 11 8 24 30 
手水 0 0 1 10 4 4 7 7 11 8 23 30 
按摩 0 0 1 7 5 5 7 7 12 7 25 27 
ご寮はん 0 0 2 9 4 2 7 8 12 7 25 27 
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が、その中でも 10～20 代は 5 名全員が繁昌亭で落語を聞いてみたいと答えています。 
アンケートにご協力くださった皆様に感謝いたします。 
 
雪隠 0 0 1 9 5 4 7 6 11 8 24 28 
粗忽 0 0 0 5 3 5 7 7 12 8 22 29 
小間物屋 0 1 1 9 4 5 6 6 10 8 21 30 
藪入り 0 0 0 7 3 5 6 8 12 7 21 28 
手代 0 0 0 7 3 5 7 7 10 6 20 26 
鋳掛屋 0 0 0 5 2 3 6 7 11 6 19 22 
悋気 1 0 0 4 1 4 7 6 8 7 17 22 
口入れ屋 0 0 0 8 2 3 5 5 8 6 15 23 
へっつい 0 0 0 6 2 3 5 6 7 8 14 24 
幇間 0 0 0 5 1 4 7 2 9 4 17 16 
節季 0 0 0 4 2 2 2 2 10 5 14 14 
矢立 0 0 0 4 2 1 4 2 7 5 13 13 
雑魚場 1 0 0 4 2 2 6 2 6 2 15 10 
おこも 0 0 1 4 2 2 4 3 4 4 11 13 
合計 7 10 21 92 88 178 148 146 241 157 505 605 
年代別平均 3.4 9.4 15.6 19.6 18.9  
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第１回 2015 年 5 月 23 日(土)   第２回 2015 年 7 月 3 日(土) 
10 時 30 分～12 時 30 分   10 時 30 分～12 時 30 分 
           
 
第３回 2015 年 9 月 12 日(土)   第４回 2015 年 11 月 14 日（土） 
10 時 30 分～12 時 30 分   10 時 30 分～12 時 30 分 
         
  
第５回 2016 年 1 月 30 日(土) 
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企画・開催 岸本千秋（本研究所助手） 
   佐竹秀雄（本研究所研究員） 
レポート指導 佐竹秀雄 岸本千秋 
開催補助 森継真由（本学卒業生） 
























刊行 2016 年 3 月 3 日 
編集 佐竹秀雄 岸本千秋 
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